
令和３年度第３回総合教育会議 議事録 

 

１ 開催日時 

令和４年２月１５日（火） １３:１５～１４:４５ 

 

２ 出席者 

(１)構成員   市 長  園 田  裕 史 

                教 育 長  遠 藤  雅 己 

                教 育 委 員  佐 古  順 子 

教 育 委 員  中 嶋    剛 

教 育 委 員  前 田    愛 

教 育 委 員  船 橋  修 一 

教 育 委 員  朝 長  昭 光 

  

(２)説明者   教 育 政 策 監  西 村  一 孔 

                教 育 次 長  吉 村  武 史 

        こども未来部長  山 中  さと子 

               教育総務課長  児 玉  英 輝 

        学校教育課長  橋 口  智 秀 

        こども政策課長  赤 瀬  雅 昭 

 

(３)事務局    企画政策部長  渡 邉  真一郎 

        企画政策課長  石 山  光 昭 

 

３ 協議 

  令和４年度教育に関する方針について 

  ・奨学金事業の見直しについて 

・ミライにつながる学校教育の在り方について 

 

４ その他 
 

５ 閉会 

 

[資料] 

１ 大村市奨学金事業の見直し予定（案） 

２ ミライにつながる学校教育の在り方 

 

[参考資料] 

１ 連休中における新型コロナウイルス感染症対策について（お願い） 

２ 新型コロナウイルス感染症に関する保育所等の現状及び対策について【非公開】  
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企画政策部長 渡邉 真一郎 

 それでは定刻となりましたので、ただ今から、

令和３年度第３回総合教育会議を開催いたします。

本日、司会を務めます大村市企画政策部の渡邉で

ございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

会議に入ります前に、お手元の資料のご確認を

お願いいたします。配布している資料につきまし

ては、まず会の次第、それから資料１ということ

で「大村市奨学金事業の見直し予定（案）」、資料

２「ミライにつながる学校教育の在り方」、参考資

料 1として「連休中における新型コロナウィルス

感染症対策について（お願い）」、参考資料２ホッ

チキス止めで２枚の「新型コロナウイルス感染症

に関する保育所等の現状及び対策について」、以上

の５点でございます。資料の不足等はございませ

んか。それでは会次第に沿って、進めてまいりま

す。開会にあたりまして、大村市長園田裕史がご

挨拶を申し上げます。 

大村市長 園田 裕史 

 皆さんこんにちは。改めまして今年度の第３回

総合教育会議にこのように大変お忙しい中、また

コロナ禍の中、お集まりいただきましてありがと

うございます。また本日は傍聴席にお二人議員さ

んにお越しいただきましてありがとうございます。 

前回の総合教育会議から今回までのターンです

が、新型コロナウイルス感染症の状況においては、

ご承知おきのとおりでございますけれど、教育現

場をはじめ医療や福祉の最前線の現場で、本当に

頑張っていただいている皆さんに、また市民の皆

さんにご理解ご協力いただきまして心から感謝を

申し上げます。特に飲食店をはじめとする事業を

営まれている皆様におかれましては、本当に地域

経済を支えていただいて、雇用を守っていただい

て、歯をくいしばっていただいていますことに重

ねて感謝申し上げ、本市としましても市議会のご

理解をいただきまして、先般市独自の地域経済・

緊急経済対策を公示させていただいております。

中でもいろいろと申請窓口のサポートであったり、

市独自の給付金支援金を提案させていただいたり、

もう一つはタクシー配送会社を活用したテイクア

ウトのデリバリーサービスを支援するということ

もありますので、是非、皆さんランチや夜ご飯な

ど、感染防止対策に努めながらご自宅でご利用い

ただき、地域経済を応援していただければと思い

ます。３月６日までまん防適用が延長されていま

すので、そういった中で是非ご利用いただければ

と考えております。是非よろしくお願いします。 

 そういった中で、教育委員の船橋委員が代表を

務められておられます九州教具株式会社様が、こ

の度地域再生大賞、全国の地域再生大賞の中で「Ｓ

ＤＧｓ企業賞」を受賞をされました。本当におめ

でとうございます。 

教育委員 船橋 修一 

 ありがとうございます。 

大村市長 園田 裕史 

全国的にもですね、ＳＤＧｓとよくよく言われ

ていて市議会でも話題になっているのですが、長

崎県は、船橋社長から聞くところによると、ＳＤ

Ｇｓの取り組みが全国で下から２番目３番目とい

う県であるということで、本市としてもダイバー

シティ、またこの総合教育会議の中でも遠藤教育

長がインクルージョン、インクルーシブ教育とい

うことを言われてますけれど、そういったことを

先進的に取り組んでいただいている企業様、代表

を務めていただいている船橋委員が、この場にい

らっしゃるということが本当に心強いです。次年

度のいろいろな政策の中でもそういったダイバー

シティ、多様性、インクルーシブというものを教

育の現場の中にも導入をしてまいりたいと思いま

すので、どうぞよろしくお願いします。 

 また今年は年が明けて市制施行 80 周年、ボート

レースが開設して 70 周年、その中で新幹線が開業

します。節目に新しいことがスタートするという

ことで、極めて市民の皆さんにも、また役所の職

員はもちろんですが、スイッチが入りやすいとい

うか、意識を変えやすい時なので、しっかり取り
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組んでいきたいと思います。その中でこの教育現

場の子ども達が、教育長がよく「一芸に秀でる」

ということをおっしゃっていますが、年末年始か

ら振り返ると、大村男子バレーボールクラブ。小

学校ですね、九州大会で３位。大村鈴田女子バレ

ーボールクラブが九州大会で準優勝。そして先般、

三城小学校のバレーボールクラブが全国大会出場。

しかし、これはコロナで中止になりました。年末

年始は、諫早高校が高校女子駅伝に出場し７位入

賞しましたが、２人大村の子がいます。ラグビー

は、北陽台高校が花園ベスト８。ここにも大村の

子が７人います。年が明けて、ニューイヤー駅伝

は、花尾選手と定方選手が１日に走りました。２

日は箱根駅伝。これは、昨年優勝した駒澤大学の

花尾選手が走りました。青学が強すぎて、どうに

もならなかったのですが。５日から始まった春高

バレーでは、鎮西学院。男子は６人大村の子がい

ます。女子は聖和。聖和には２人大村の子がいま

す。先般の吹奏楽のアンサンブルコンクールでは

桜が原中学校の３人の女の子が九州大会出場、と。

本当に輝かしい成績を収めてくれて、本当に明る

い話題を年明けに届けてくれました。そういった

ことも含めて、この後に皆さんと協議をいたしま

す次年度の教育行政、教育方針に関する方向性を

示して来年度の予算に反映をさせていただいた形

に繋がってまいりますので、是非皆さんから様々

なご意見を本日もいただいて、有意義な会になれ

ばと思っております。どうぞよろしくお願いいた

します。 

企画政策部長 渡邉 真一郎 

 ありがとうございました。それでは次第３「協

議」に移ります。ここからの進行は、大村市総合

教育会議運営要領第３条の規定により市長が行い

ます。園田市長、よろしくお願いいたします。 

大村市長 園田 裕史 

 はい、よろしくお願いします。まず、協議に入

ります前に、新型コロナウイルス感染症について、

３月６日日曜日まで、まん延防止等重点措置の適

用を受けておりますが、市内の小中学校、保育所、

幼稚園、学童そういったところの現状及び対策に

ついて、皆さんにも最新の情報をお知らせしたい

と思って事務局から説明をさせていただきます。

全体を通しては、先ほど申しましたように、まん

防が適用になりましたので、市独自の緊急経済対

策を公示させていただきました。なんといっても

ワクチン接種を進めたいということで、本日記者

発表でも申し上げましたが、もう全世代ですね。

エッセンシャルワーカー、高齢者施設とかそうい

ったこと関係なく全年齢を対象に、６か月経過し

た人には、接種券を明日から順次発送いたします。

そういった形で全ての世代への接種を進めて行き

たいと考えておりますので、６か月到達したら、

接種券が到着するということですので、強制では

ありませんが、出来ればワクチン接種を進めてい

ただいて、周囲の方にもお知らせをいただければ

と思っております。 

それでは、まず小中学校におけるコロナの現状

と対策について、教育委員会事務局からご説明を

お願いいたします。 

学校教育課長 橋口 智秀 

 はい。まずお手元の参考資料「連休中における

新型コロナウイルス感染症対策について（お願

い）」という文書をご覧ください。 

 これは今回の、新型コロナウイルスの中でも特

にオミクロン株の一つの特徴といたしまして、家

庭内感染等に起因するものが非常に多いというこ

ともございます。この連休前にご家庭向けのお願

いということで配布をさせていただいた文書でご

ざいます。不要不急の外出を控えていただきたい

ということと、手洗い・消毒についてもご家庭で

もしっかりお願いし、それと３番に書いておりま

すが、健康観察について、連休中にありましても、

体調不良等ありましたらすぐ学校への連絡をいた

だきたいということでお願いをしたところでござ

います。それと４番に示しておりますように、ご

家庭での部屋の換気。これについても、是非お願
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いをしたいということで、お示しをしたところで

す。対策の５番目として、日頃の抵抗力を高める

ために十分な睡眠と食事をしっかりとって健康な

体作りに努めてくださいということでお伝えした

ところでございます。また本日になりますが、ま

ん防の延期に伴いまして、県教委から通知がきて

おります。それには３つのことが記載されており

ます。３月６日まで延期されるということで、ま

ず（１）番です。児童・生徒本人はもとより同居

家族に発熱等の風邪症状がみられる場合は、登校

は控えるよう徹底をすること。２つ目に、複数の

学校や学級が交わるような行事、集会等について

は、感染発生時の影響を最小限に止めるというこ

とを適宜配慮して実施をすること。３つ目に音楽

の合唱・合奏、理科の実験、体育の密集する運動、

組み合ったり接触したりする運動、家庭科の調理

実習等感染リスクの高い活動は中止、または座学

へ振り替えるなど実施を慎重に検討すること。少

し具体的な形で提起が示された形でございます。

これについては、本日学校に通知をしてるところ

でございます。１月の末、20 日頃から本当に毎日

のように、児童・生徒の陽性者の報告が教育委員

会にもあがってきております。本日２月 15 日火曜

日現在で、小学校３校で３学級が学級閉鎖をして

いるところでございます。以上、小中学校の現状

について説明を終わります。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。続いて、保育所等にお

けるコロナの現状と対策についてご説明をお願い

いたします。 

こども政策課長 赤瀬 雅昭 

 こども政策課の赤瀬と申します。「新型コロナウ

イルス感染症に関する保育所等の現状及び対策に

ついて」という資料に沿ってご説明させていただ

きます。こちらの保育所等には、幼稚園でありま

したり、保育所、認定こども園、小規模の保育所

事業、あと認可外の保育施設というのが含まれて

おります。１番の「保育施設での発生状況」です

が、こちら最初の一週間ごとに感染者数と施設を

まとめてますけども、１月の９日から 15日の週か

ら未就学児の感染者が急激に増えてきておりまし

て、こちらの部分で右側のグラフで表しておりま

すけれども、オレンジ色が大村市全体の感染者数

で青色が未就学児の感染者数。その割合を折れ線

グラフで表しております。こちらを見ると今最新

の２月の６日から２月の 12 日の週というのが感

染者数としては最多の状況です。次に２番目の「保

育施設等でのコロナ対策」、これは陽性者が発生し

た際の対応についてなのですが、基本的に保育施

設等では共働き世帯等の支援を目的としておりま

すので、社会機能の維持に必要な施設であること

から原則休園は行わないような方向性で対応をし

ております。まずは対応としましてはオミクロン

株の流行前、感染拡大前と感染拡大後で対応を変

えておりまして、オミクロン株の感染拡大前につ

きましては、保育所等における新型コロナウイル

スの感染症発生対応フロー図を作っていまして、

こちらに基づきまして例えば左側が保育園等の職

員・子ども。右側が保育園等の職員・子どもの家

族というふうに大きく分けまして、それぞれ国が

示しておりますルールに基づいたり、市の独自の

部分での念を入れた市の独自の対応というのを踏

まえてルール作りをした上でこれまで対応を行っ

てきております。オミクロン株の感染拡大前の対

応は、基本的には現場で保育施設等で陽性者が発

生した場合は、まず保健所が濃厚接触者や接触者

がどのくらいいるかという切分けを行いますので、

それまでの間、１日ないし２日ぐらい臨時休園を

行いまして、その間に陽性者等の切分けと保健所

によるＰＣＲ検査等をして、陽性者や濃厚接触者

が出たらその方は２週間程度の待機など、それぞ

れの対応を取ってまた開園をしていたというよう

な状況です。オミクロン株の感染拡大後の状況と

しましては、まず県内にまん延防止等重点措置が

適用されてどんどん感染者が増えていってる状況

なのですけれども、こども政策課としましては、
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まず１月 26 日のまん延防止措置が適用された段

階で各家庭に家庭保育のお願いの文書を出しまし

て、ご家庭での保育が可能な場合は、ご家庭でな

るべく見てくださいという協力ベースの依頼文書

を出して、まず総数を少し減らしております。そ

の後の状況としましては、オミクロン株の拡大の

時も現在も保健所の業務が逼迫しており、保育施

設等は基本的には感染対策がとれておりますので、

原則濃厚接触者はいないという保健所の判断があ

っております。ただ保健所はこのように言っては

おりますけれども、保育所内で濃厚接触者が必ず

しもいないというわけではなくて、通常の保育の

運営を行っている場合は、きちっとこれまで感染

対策をとっているので、原則的にはいませんが、

例えば園児が嘔吐したりした時に近くに園児がい

た時等、そういった個別の状況で切分けを行って

おります。保健所は逼迫しておりますので、現時

点では保健所では陽性者や濃厚接触者の切分けを

行っておりませんので、市と県のほうで感染状況

とか家族等の濃厚接触者の人数とか、体調不良者

の人数等を踏まえて個別事案ごとに対応をしてい

るところです。学校のほうも学級閉鎖という話が

ありましたけれども、例えば保育園の１つのクラ

スで複数名の陽性者が出たり、そういう感染の拡

がりが見受けられる場合は、クラス単位で登園自

粛のお願いをしたり、場合によっては保育施設全

体で登園自粛の要請を行ったりしております。現

在の感染状況では、先ほど言いましたような市内

全体の施設に家庭保育のお願いを、今まん防のほ

うが延びましたので３月６日までお願いをしてま

して、その中で感染が拡大している施設につきま

しては、クラス単位や施設単位で登園自粛要請を

しております。現在まん防の県の適用が開始した

時期から集計しまして、累計としてクラス単位で

の自粛をしたのが４クラス。園全体の自粛をした

のが４施設というふうになっております。これが

今現状の対応なのですが、今後さらに感染が拡大

した場合は、想定ですけれども市内全施設により

強い登園自粛要請を行ったり、保育従事者の感染

拡大でその単体の保育園での保育の実施が困難な

場合は、市による代替の保育、市の施設を使って

本当に必要な子どもだけを預かるような代替保育

等の実施について検討している状況です。 

説明は以上ですが、この資料には非公表の数字

等が入っておりますので、会議終了後に回収させ

ていただきます。説明は以上です。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございました。年末コロナがちょっ

と落ち着いて、年明け増え出している時に、市の

対策本部会議で、第６波が来た時の想定をした準

備を進めてきました。そういったことから緊急経

済対策等も、迅速に対応することが出来ているの

ですが、この子ども達の現場についても、教育委

員会、小中学校については教育長が、文科省、国

の対応方針に則ってですけれど、まず第一段階は

ここだ、で今その第一段階で対応をしていますけ

れども、もしこれがひどくなってもっと感染が拡

がってきたら次の段階に入ると。その次の段階ま

で対応措置を準備して、事前に状況を確認をして

います。先ほどの保育園・幼稚園等についても、

今、赤瀬課長から説明がありましたように、今の

段階では感染が拡まっている第一段階として、措

置を講じて園と保護者にその通知をしていると。

これがもうさらに拡まってきた時にはいよいよと

いう形で、次のステージに対応する準備も全てし

ております。なのでいざという時に、バタバタし

ないでいいように準備した上で今対応ができてい

るのかなと思います。いかんせん全国的にも同様

に保健所が、もう検査体制が非常に逼迫していて、

切分けもできない。現場で対応確認をしながらと

いうのがこの長崎県でも大村市でもあるので、小

中学校の現場の先生方、保育園・幼稚園・学童の

現場の先生方というのは本当に大変な中でやり取

り、確認をしながら、教育委員会、子どもセンタ

ーにその都度連絡を取りながら対策を講じて、

日々そういったことを現場でも目の前でぐるぐる
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回しているような状況です。もうそろそろピーク

アウトするのかなとは思っていますけれど、しば

らくこういう状況が続くのかなと思っています。

おかげさまでそういった対応を適切に行ってきて

おりまして、他市町でみられているようなクラス

ターみたいなものは、子どもの現場では発生して

おりませんので、しっかり今後も気を引き締めて

対応をしていきたいなと思っているところです。 

今、教育委員会と子ども政策課から説明があっ

た部分に関して、皆さんから率直に質問とか、こ

こがちょっとよく分からないとか、ご質問、ご意

見等あればと思いますがいかがでしょうか。 

教育委員 朝長 昭光 

 かなりの数の未就学児の感染があっております

が、私は小児科医じゃないので、子どもは全く診

ませんので気付かないのですが。親が感染して子

どもも感染をしていたという話をよく聞きますね。

皆さんご存じなのかしれませんけど、この子たち

はみんな元気です。特別に状態が悪くなったとか

そういうのはいない。そういった情報が何かあれ

ばですね。 

大村市長 園田 裕史 

 はい、十分把握をして確認をして報告があって

ますけど、重症化、中等症というのはいらっしゃ

いません。軽症もしくは無症状で、ほぼ皆さんご

自宅。一部入院しているケースがあるのは、基礎

疾患をお持ちの方、基礎疾患系で入院をされてい

て、コロナの影響で症状がひどくなって入院とか

ではなくですね、入院というケースはあったとい

うのは聞いております。あとは無症状ということ

での報告です。学校現場においても、同様だと思

います。そういった状況です。 

教育委員 朝長 昭光 

 大人は若い人が中心になるのですが、大体７度

５分から８度くらい熱が出ます。ワクチンを２回

打っている人は、翌日にうちに検査に来る時には

もう７度２分とか７度前後から６度くらいになる

人もいます。もう治ったと思っている上に割とケ

ロッとしていて「昨日はきつかったけど、今日は

もう大丈夫です。」という感じで。だからとある高

校の部活で感染が拡がった時も、多分彼らは風邪

をひいて熱が出た、休まなければいけないかなと

思ったら翌日熱が下がり、治ったと思って練習に

行く。で、室内競技だからマスクをしないですか

ら、だから感染が拡がったと思うのですけれど。

ある家庭で家族全員がコロナにかかった時、家族

の中にワクチンを打っていない人がいたのですが、

４日間くらいきつかったとのことでした。やはり

ワクチンの効果は２回打っているだけでも全然違

います。ワクチンは非常に効果的ですので。中に

はやっぱり「いや打ってない」って堂々と言う人

がいるので「おいおい」と話はします。できるだ

け打ってもらって、特に３回目を打ったら、なお

良いと思うんですね。以上です。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。他に皆さんからないで

しょうか。はい、前田委員どうぞ。 

教育委員 前田 愛 

 現在小学校３校３学級が学級閉鎖ということで

すね。昨日、西小に通っている息子から「お母さ

ん、何年生が学級閉鎖になった。金曜日まで休み。」

と聞いたのですが、その学級閉鎖の期間は遠隔授

業等行われているのでしょうか。 

大村市長 園田 裕史 

 はい、学級閉鎖期間の体制を教育委員会からよ

ろしいでしょうか。 

学校教育課長 橋口 智秀 

 失礼いたします。学級閉鎖期間に他学級の授業

が行われているかというご質問でしょうか。 

教育委員 前田 愛 

 学級閉鎖になった学級に遠隔授業が行われてい

るか。 

学校教育課長 橋口 智秀 

 遠隔ですね。学級閉鎖をしたクラスにはタブレ

ットを持って帰っていただくように言っておりま

す。遠隔授業だけではなくて、日々の健康観察、
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朝の体温であるとか風邪の状況であるとか、そう

いったものを全てそのタブレットを通じて、報告

を学校にしていただくような形にしております。

実際にその遠隔の授業がどういった形でされてい

るのかということは確認出来ておりません。出来

るだけ活用をしていただくように各学校にはお願

いをしております。 

大村市長 園田 裕史 

 遠隔でオンライン授業みたいなものが行われて

いたりするんですか。 

学校教育課長 橋口 智秀 

 すみません。具体的にどういう授業をしている

のかについては確認が出来ておりません。 

教育長 遠藤 雅己 

 私が現場と話す中で把握していますのは、課題

等を送るということで授業まではしていないと思

います。課題を送ってこれをしてください等、プ

リント形式の課題を送信しているということで聞

いております。おそらく、遠隔授業の形態までは

いっておりません。以上です。 

大村市長 園田 裕史 

 よろしいでしょうか。 

教育委員 前田 愛 

 授業の遅れは大丈夫でしょうか。３学期がもう

少しで終わると思いますが、それまでにちゃんと

習得できるのかなという懸念があるのですけれど

も、その辺は大丈夫なのでしょうか。 

大村市長 園田 裕史 

 教育委員会から説明をお願いします。 

学校教育課長 橋口 智秀 

 はい。その辺の遅れについては履修漏れという

のをないようにしないといけない、最も重要なこ

とだと捉えております。学級閉鎖解除後に、そこ

はきちんと補っていけるようにしております。ま

た先ほど、課題を提供するというお話も教育長か

らございましたけれども、課題についても、授業

の中身に沿った子ども達がその後困らない様な中

身の提供をしていくということになると思います。 

教育長 遠藤 雅己 

 それについては、文科省のほうから指導があっ

ておりますけれど、長期休業中に設定できます。

学年によっては１組は休みで、２組は出て来てい

るという、そこで進路が違ってきますので。そこ

を合わせるために長期休業中も使えるようになっ

ております。その辺りも含めて、微調整をしてや

っていると思います。 

大村市長 園田 裕史 

 船橋委員。よろしいですか。 

教育委員 船橋 修一 

 はい。数日前の長崎新聞に東彼杵町の小学校が

アメリカの大学とつないで授業をしたというニュ

ースが載っていましたが、あれは我々の監修で行

っております。東彼杵町のＡＬＴの先生の出身大

学とつないで。何を言いたいかというと、やっぱ

り先生方が慣れるにはそれなりに時間がかかるの

ですよね。大村の場合はまだ機材が入ってそんな

に時間が経っていないので、即、遠隔授業が出来

るということにはならないと思いますけれど。や

っぱりこれは確実にそういう段階になると思いま

す。現場の先生が慣れるのに時間がかかりますし。

今日の日経新聞に教育 IＣＴの否定的な記事も載

っていましたけれど、あれも一例、現実でもある

のでですね。ただ、確実に我々の行政体の周りの

東彼杵町や川棚町というのは一歩進んでおります。

そちらの例を取り入れて順応していただくことに

は、遅れないで邁進してもらうという教育委員会

の指導が必要なのです。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。中嶋委員。 

教育委員 中嶋 剛 

 学校教育課にお尋ねをします。現在学級閉鎖は、

小学校が３校３学級ということですね。ずっと前

から、私のところにもメールで何校、何学級がと

いうふうな連絡がきますが、総計がどのくらいな

のかは分からないのです。だから、一つは何校で

今まで何学級が閉鎖をしたのか。それからもう一
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つ、地区別に特徴的なものはないのでしょうか。

この二つについて、お聞かせください。 

学校教育課長 橋口 智秀 

 失礼いたします。これまで学級閉鎖の合計でい

きますと、小学校で５校 13 学級、中学校が２校３

学級になります。それで地区別というのは、なか

なか難しいのですが、中地区や北部。最初は中地

区の方が多かったですが、北部の方が、今は少し

多くなってきている状況はございます。 

教育委員 佐古 順子 

 すみません、よろしいでしょうか。 

大村市長 園田 裕史 

 どうぞ。 

教育委員 佐古 順子 

 保育所等でオミクロン株感染拡大後は総数を減

らす協力のお願いをなさったということで、この

お願いをなさってどのくらいご家庭で見ていただ

けたのかということが一点。大企業のようにオン

ラインでの仕事ができるのかなど、お仕事に関係

もございますでしょうけれども、どのくらいの数

が減ったのか。それから、市による保育の実施を

検討していらっしゃいますが、具体的には例えば

このコミセン等でお子さんを預かったりとか、そ

れがどこの担当でどういった形で検討をしていら

っしゃるのかというのも教えていただけたらなと

思います。 

こども政策課長 赤瀬 雅昭 

１月 25 日に出しておりますお願い文書で、市内

の私立の施設等に全て共通で出しているのですけ

れども、全体的には統計的な数字というのは手元

にないのですが、複数の園から聞き取った結果、

１割から３割ぐらいの方がご協力いただいている

ような、園によっても日によってもばらつきとい

うのはありますけれども、そのくらいの数字で聞

いております。保育施設等の利用はお仕事に行か

れている方が中心なのですが、例えば産休、育休、

就職活動とかでも利用できますので、その中でも、

ご協力しやすい保育の理由が中心なのかなと思っ

ています。あと一つ、今後、感染が拡大した場合

の代替保育につきましては、ちょうど今検討して

る段階なのですが、例えば一つの想定としては、

今まん延防止重点措置期間中には「おむらんど」

というアーケードにあります子育て支援センター

が閉鎖しておりますので、そういった施設を活用

するということも一つの考えかなと思いまして、

今内部で検討してるような状況です。以上です。 

大村市長 園田 裕史 

代替保育を市で設けるとなった時には、もうい

よいよという段階かなというふうには思います。

その準備、想定をしているという状況でございま

す。コロナについては、本当に皆さん関心も高い

ですし、個別にいろいろとご心配もあられると思

うので、こども未来部や教育委員会にまた個別に

ご確認いただくことも是非ご遠慮なく言っていた

だければと思います。ただ、さきほど前田委員か

らありました、船橋委員からもありました、休業

している、休校している、学級閉鎖している時の

対応は、さっき教育長からありましたように、課

題をしっかりその期間に出して、学習の遅れがな

いように出来る方法を最善の方法で進めて行くと

いうことかなと思います。ＧＩＧＡスクールが始

まって、まだなかなかというところもあって、オ

ンラインに子どもたちの画面が家庭から来て、オ

ンラインでやり取りがまだまだ出来ていないので。

そこをいきなりこうするっていうところにはまだ

入っていけていないのかなと思いますけれども。

出来るものを使ってですね、学習の遅れがないよ

うに、しっかり進めていくことが大事かなと思っ

ておりますのでよろしくお願いします。 

 それと国で言われている５歳から 11 歳のワク

チンですね。ここについては国から説明がまだ下

りてきておりません。いつから始まっていくのか

ということが詳細に決定しておりません。しかし

ながら、市としては医師会と連携、協力のもとで、

スタートした時にどうするという話を進めており

ます。前回と同じように小児科が中心になってと
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いうことで準備を進めていったりということです

けど、１バイヤルは 10 人使えるようになっていま

す。ある一定数の予約がかたまらないとこのバイ

ヤルを上手に合理的に使えないということもあっ

たりしますので、どういうやり方が効率的なのか

ということを、集団接種のあり方も含めて、教育

委員会と相談をしながらやっていこうと思います。

そのあたりも方針が決まりましたらご説明したい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 はい、それでは協議に入ってまいりたいと考え

ています。まずは協議事項「令和４年度 教育に

関する方針について」でございます。まず私から、

毎年３月議会には、新年度の施政方針というもの

を述べます。その施政方針の教育に関する部分と

して書いているものを説明をいたします。本日の

次第に記載しております「奨学金事業の見直し」

と「ミライにつながる教育の在り方について」を

この施政方針の中に書いておりますが、ここにつ

いては後ほど事務局から説明をいたします。 

まず、令和４年度施政方針の教育に関すること

について、総合計画の中の「人を育むまち」とい

う項目に書いているのですが、まず１点目、「大村

市学校施設長寿命化計画に基づき、福重小学校の

校舎及び西大村中学校体育館の建て替え並びに放

虎原小学校の校舎及び体育館の長寿命化改修の実

施設計に着手」をいたします。次に「ＧＩＧＡス

クール構想の定着」。これは先ほどまさにおっしゃ

ったところですね。それと「学校規模の適正化及

び校則の見直しの検討」でございます。次に、議

題にもあります「奨学金事業の見直し」次にミラ

イｏｎの「電子図書館の整備」を進めたいと考え

ております。ミライｏｎがまもなく来館者 100 万

人に到達をする見込みです。次に「歴史資料館 大

村の歩みをたどる特別展や講演会などの開催」で、

これは市制施行 80周年や、新幹線が開業をするこ

の大村線、ＪＲ大村線等に関する歴史的な企画特

別展を開催したいと考えております。次に、「音楽

があふれるまちづくり事業の推進」ですが、本年

度から藤重佳久音楽指導官が入っておりますし、

ここを更に拡大させていきたいという方針でござ

います。その他「人を育むまち」の内容として、

子ども部門が今日来ておりますが、学校でも家庭

でもない「第三の居場所づくり 保育士確保対策

の強化」で、今、本市が第２子目以降の保育料の

無料化っていうことをやっておりますが、これは

認可保育園にだけを対象としていたのですが、こ

の対象を、子ども達をみんな公平に、平等に対象

とするという考え方から、認可外保育施設にも第

２子目保育料の無料化を適用したいと考えており

ます。 

それでは、本日の議題にもあります、「奨学金事

業の見直しについて」事務局から説明をお願いし

ます。 

教育総務課長 児玉 英輝 

 教育総務課から説明いたします。「奨学金事業の

見直しについて」ご説明させていただきます。お

配りしております資料１、カラーのＡ４の縦の資

料をご覧いただきたいと思います。奨学金事業の

中には２つ奨学金の種類がございまして、償還の

必要がない給付型の奨学金と通常の償還をしてい

く形の奨学金の２種類ございますけれども、今回

２つの奨学金を、それぞれ見直しを行っておりま

す。まず初めに給付型奨学金について、ご説明を

いたします。この給付型奨学金につきましては、

これまでもご意見をいただいているところでござ

いまして、今回幅広く優秀な学生を支援できるよ

うに制度を大幅に見直すこととしております。見

直し後の制度の概要を資料に沿ってご説明いたし

ます。１番のところが給付型のイメージになりま

す。まず見直し前でございますが、現在は大学１

年生で月額５万円、主に学業成績が優秀な方を支

援するという目的で、給付型の奨学金をやってお

りました。それを今回、学業成績だけに留まらず

スポーツ、文化・芸術活動に対して優秀な成績を

あげられている学生さんも対象としまして給付を

行おうと考えております。経済要件は、今③のと
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ころに具体的要件を記載させていただいておりま

すが、世帯の総所得金額は生活保護基準額の１．

５倍以下というところでやっていたところを２倍

以下、と経済的要件を緩めて実施をするように考

えております。また、国内に限らず、学位取得の

ために海外留学をされる優秀な学生に対しても給

付することを検討しておりまして、こちらについ

ても学業だけではなく、スポーツ、文化・芸術活

動の部門も同様に対象にするように考えておりま

す。 

続きまして②、２番のですね、返済が必要な貸

与型奨学金の改正になりますが、２番の一番左の

四角の中に参考程度に書いておりますが、高校だ

と月額１万円、大学だと月額３万円をお貸しして

いるところでございます。それで就学期間ずっと

借りられるとした時にその２倍の期間で返還をい

ただくのですけれども、この返還をするお金を一

定条件を満たす方に対して補助をし、市内定住に

つなげていこうと考えているところでございます。

主な要件といたしましては、本市の奨学金を借り、

就学をされておられ、現在返済を行っておられる

方のうち、本市に定住をされている方を対象とし

た補助金の制度を検討しております。これは本市

の定住促進の一環として行うものでございまして、

奨学金を返済しながら、現在本市に３年以上住ま

われて県内で就労をされている方を対象としたも

のでございます。一般的な例で計算をしますと、

おおむね貸与された額の半額を市から補助すると

いう制度になっております。簡単ではありますが、

教育総務課からの説明は以上になります。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございました。この奨学金制度の見

直しについては、まさにこの総合教育会議の中で

何回も協議をしてきて、皆さんからご意見をいた

だいて、こうやって我々市長部局と教育委員会と

詰めて、やっと次年度、この方向性を実施したい

と今度３月議会で諮ろうということで、今日議案

を告示しております。総合教育会議の中で皆さん

のご意見をいただいて、こうやって制度がまとま

った、事業化に繋げていったと思っております。

本当ありがとうございます。特に給付型について

は、これまで議会でも話題になっていたのですが、

センター試験の結果等々で東京大学、京都大学と

かに行けるような学業成績だった方が対象という

ことで、もうちょっと緩和していいのではないか

ということだったり。平成 24年からこの制度はス

タートしているのですが、実際に対象となった方

が２名で、１名は途中で辞退、辞退というか適用

外だったので実質１名なのです。中々そういうこ

とでは制度が広がらないなということで。そこに

遠藤教育長が常々おっしゃっている一芸に秀でる、

学業だけじゃなくて、スポーツ、文化。冒頭でも

お話ししましたが、これだけスポーツ、文化で活

躍してる子ども達が多いので、そこを後押ししよ

うということで、給付型を見直しました。それと

奨学金については、おかげ様で人口が増え続けて

おりますが、やっぱり一回外を見て、その後大村

市に帰って来てほしいなということも含めて、定

住移住につなげていこうということで貸与型の奨

学金の見直しも行っております。財源については、

ふるさと納税の寄付をいただく時に、特に教育と

いうことでチェックを入れて寄付してくださる方

もたくさんいらっしゃいますので、そういった財

源を活用させていただきたいと思っているところ

です。これまでもたくさんご意見をいただいてま

いりましたけれども、皆さんからご質問やご意見、

ございませんでしょうか。 

教育委員 中嶋 剛 

 はい。学業のみならずスポーツ、文化・芸術そ

ういうものに幅を広げるということ、この会議で

議題にあがってきたことで、それが適用されると

いうことですね。これは大学１年から４年までと

書いてありますけれども、いわゆる短大、短期大

学等はどうなのかということが一つです。 

 それともう一つ、学業それからスポーツ、文化・

芸術ある程度の基準がなければやっぱりこれはむ
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やみには出来ませんよね。だからその基準をそれ

ぞれどこにおくのか。これについては非常に私は

難しいなと思いながら見ていたのですが、そこが

どうなのかということが二つ目です。 

 それから三番目に、今、大村市内でも母子家庭・

父子家庭が増えていますよね。その時に当然その

方々のお子さんもこの中に入ってはくると思うの

ですが、優先順位とかいろいろあるかと思います

が、そういうものがどうなのかなということ。３

点、お願いしたい。 

大村市長 園田 裕史 

 はい。制度設計について、教育委員会からよろ

しいでしょうか。 

教育総務課長 児玉 英輝 

 はい、失礼いたします。３点ご質問いただきま

した。まず、短期大学も対象になるのかというこ

とでございますが、今回、スポーツ、文化・芸術

活動を対象にする案件の中で、基本的にはその大

学、短期大学もそうなのでしょうが、スポーツだ

ったり、文化だったり、その専門の習得をされる

目的で学校に行っていらっしゃる方を対象という

ふうに考えております。それなので短期大学に、

例えば音楽だったりとかいうことで専門的な勉強

をされている方で、優秀な成績をあげられている

方であれば、短期大学も対象になるかと思うんで

すけども。 

（※訂正あり。短期大学は対象外） 

 ２番目のご質問にもつながってきますけれども

その基準ですね、いわゆる全国大会のレベル。ス

ポーツですと、文部科学省が承認している大会が

ありますが、そういった大会等で全国大会３位以

内に入っているとか、そういった成績を納められ

たり、文化・芸術だと、例えば大臣表彰を受けら

れたとかですね。どうしても芸術の部門は１位、

２位、３位と順位をつけづらいところがあります

ので、そういった大臣表彰や入選をされたりとか

ですね、個別に判断をしていくしかないのかなと

いうところで考えております。 

 ３番目の母子・父子家庭のご家庭の方なのです

けども、先ほど経済要件の説明をいたしましたが、

経済要件に当てはまれば、当然そこは対象になる

かと思うのですけども。奨学金のその審査委員会

の中に、どの方を選ばれるのかというのが議論に

なるかと思うので、基本的にはその委員会の中で、

どこを優先して決めるのかということにはなって

くるかとは思います。 

教育委員 中嶋 剛 

 そうですね。ある程度きちっとした条件等、例

えば体協の年に一度の表彰がございますね。今お

っしゃったように全国大会で３位内に入った者を

表彰の対象とするというふうに体協はなってるの

ですけれど。それぞれ個別に対応をするというこ

とは、非常にあいまいなので、それでいいのかな、

明文化する必要がないのかな、と私は考えていま

す。 

大村市長 園田 裕史 

 ある程度の基準はあるのですか。 

教育総務課長 児玉 英輝 

 はい、失礼いたします。スポーツの部分につき

ましては先ほどおっしゃられたようにある程度の

大会のレベルというのがございますけれども、芸

術の部門になるとどの分野が一番なのかという順

位がつけづらいということがございます。それな

のであえてそこは書かずにですね、その取った賞

がどういったものなのか、たくさんございますの

で、それを個別に審査を事務局の方で調べてこう

いったものになります、と。例えば、音楽の部門

ですと日本音楽コンクール、東京音楽コンクール、

全日本学生音楽コンクールというのが日本の三大

コンクールと言われているコンクールなので。音

楽の専門の大学はそこに入賞しておかないと入学

資格すらないというような学部もあったりするん

ですね。例えば、そこでその一番の賞を取られた

とか。そういったところの要件で考えていきたい

と思っていますけれども。 

教育委員 中嶋 剛 
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 学業のほうはどうですか。 

教育総務課長 児玉 英輝 

 学業の方は、今までの 90％以上という基準が高

すぎるのではないかというご意見があり、そこも

内部で検討してまいりました。基準を 80％まで下

げた場合、85％まで上げた、90にした場合等いろ

いろパターンを考えたのですけれども、やはり教

育委員会としては、特に優秀な学生さんを支援し

たいという考えに変更はかけられないということ

もあって、今まで国語と英語と数学の３教科の合

計が 90％以上という条件だったのですが、それを

私立の大学等は英語１教科だけでＯＫというよう

な大学もあったりしますので、受験される学校の、

受けられたテストで 90％取られている方を対象

というところで、若干ですけれども、そこの条件

を緩めることにしております。 

大村市長 園田 裕史 

 随分と協議を重ね、もんでもんで、制度設計を

組み立ててもらっています。スポーツは割となん

とか体育協会が後援してるものなど分かりやすい

のですが、かちっとした公式戦など。文化・芸術

がなかなか難しかったり、海外留学がどういった

大学のランキングでとかいうことも難しかったり

するのですが、なんとか制度を作りましたので、

それを当てはめていこうと思っています。スポー

ツ、文化・芸術も今回なんとか頑張って広げまし

たけれども、佐古委員、前田委員、ご意見、ご質

問、感想とかありませんでしょうか。ないですか。

朝長委員、どうぞ。 

教育委員 朝長 昭光 

 大学生は 24 年からスタートしてそれが大学生

が１名なんですか。 

大村市長 園田 裕史 

 そうです。24年からで１名だけです。対象とな

ったのが、東京大学、京都大学でしたか。 

教育委員 朝長 昭光 

 希望者がたくさんあって、基準に当てはまらな

くて、少なかったのか。せっかくですね、いい奨

学金事業を作られているのに、子ども達や親への

周知が本当に行き渡っていてたくさん来る中で、

選ぶのに苦労しているのだったらいいのですけれ

ど。その周知徹底がどれだけきちっとされている

か。結構、自治体がやってることでも、「知らない、

知らない。」という話を聞くものですから。そこを

しっかりされたらどうかなと思います。そこら辺

の検討が何かあればと思いますが。 

大村市長 園田 裕史 

 はい、もちろん周知はこれに限らず全てしてい

かないと、せっかく作った制度を使っていただけ

ないということですけれども、平成 24 年からのこ

の給付型の奨学金については、ある程度対象とな

る方々には周知はできているのですが、一つは学

業だけの給付型であって、明確に東京大学か、京

都大学等に行ける学力をお持ちで、市内在住で、

経済的な条件に合う方ということで、もちろん限

られてきていて。毎年東大、京大に行かれた方が

いたのかどうかということもありますし、そうい

う中では、約９年間で２人。お１人は経済的なこ

とで後々対象から外れました。実際に給付を受け

られた方はお１人だったんですね。で、今ご指摘

があったことも含めて、活用してもらいたいとい

うこともあり、今回大きく内容を見直して、学業

だけにとどまらず、スポーツ、文化・芸術、それ

と学業についても条件を緩和して取り組んでいき

たいなと思っています。周知はせっかくこの機会

だからこそ、さらに努めたいと。これまでの経過

で教育委員会からありますか。 

教育次長 吉村 武史 

 教育次長の吉村でございます。給付型奨学金は

24 年度から始めまして、早速１名の応募があり、

京都大学に入学された方を採用させていただいた

ところでございます。27年度には４名の応募がご

ざいました。その時給付に至らなかったのは、３

名が所得超過、１名が成績未達ということでした。

４名の申込みがあったところではございます。30

年度は先ほどから話が出ておりますが、一旦申込
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みをされて２年後に所得超過ということで給付が

ストップしたわけなのですが、実質 24 年度、27

年度、30 年度に応募があっているところでござい

ます。それ以降は申請もあっていないところでご

ざいます。 

大村市長 園田 裕史 

 皆様から他にありませんでしょうか。佐古委員

どうぞ。 

教育委員 佐古 順子 

 ここにありますように、見直しのイメージとし

て、今案として出ておりまして、詳しいことは今

からだと思うのですが、今日のお返事でなくても

後日また資料を、決まったことをいただきたいと

いうことで、日本国籍というのはどうなのかとい

うのが１点と、それから今の時代ですけれども通

信教育や遠隔教育は支援対象外なのかとかその辺

をはっきり、と。それと大学で交換留学なさる方

はどうなのか、国際共同学位プログラムはどうな

のか、とか。その辺出来上がったら資料をいただ

きたいと思っています。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。ご質問あったようなこ

とも含めて、あらゆる応募があるかもしれないの

でしっかり制度を組み立てていきたいと考えてお

ります。今の時点でお答えできる内容はあります

か。まとめてが分かりやすいですか。そうですね。

はい。ありがとうございます。あと他に皆さんか

ら何かありませんか。 

教育総務課長 児玉 英輝 

 よろしいでしょうか。 

大村市長 園田 裕史 

 課長。 

教育総務課長 児玉 英輝 

 先ほどは中嶋委員からございました短期大学の

件で、条例案を確認しましたら短期大学は除くと

いうふうな記載を案に書いておりました。申し訳

ございません。四年制大学のみになります。 

教育委員 中嶋 剛 

 短大は対象外なのですね。 

大村市長 園田 裕史 

 教育長。 

教育長 遠藤 雅己 

 スポーツ文化の分野はそこを審議しないといけ

ないと思うんですね。全日本規模のものとか、例

えば日展で１位を取ったとかですね。文科省が主

催するもので弁論大会１位だとか。そういうとこ

ろは、こちらにも記載はしていただきたいと思っ

ております。それで、成績は、やっぱり基準がか

なり高かったので、多分高校から給付型を申請し

てみてはということで出てきた子どもも今までお

りましたので。市外に出た子だったのですけれど。

そういう意味では、広報には力を入れてきたので

すが、現状としてはこの高い学力基準では応募が

少なかったのではないかなと思っております。 

 県の教員採用試験の一次免除制度がありますが、

免除対象は具体的に決まってます。スポーツ文化

これだけの成績をとっていれば一次免除になる可

能性があります。そういうものを参考にさせてい

ただいておりますので。併せて、そのような優秀

な人材については、大村市からたくさん出てくる

かなというふうに考えています。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。こちらについては、詳

細はまた資料をお示しして、しっかりご説明をさ

せていただきたいと思っております。新しい試み

でもありますし、これを作っていく過程で、全国

的にこんなことをやっている自治体があるかなと

調べていろいろ見比べたりしていたのですが、あ

まりないのですよね。県内ではもちろんないし、

九州でも北九州ぐらいな感じで。あまりなくて、

独自に基準を決めていったところもありますので、

是非皆さんから気さくなご意見を。またこれまで

のご経験とかいろいろ周囲で見たり聞いたりされ

ていることを教えていただいて、基準を明確にし

ていきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 
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 続いて協議事項のもう一つ任意でございますけ

ど「ミライにつながる学校教育の在り方」につい

てまず資料に基づいて事務局から説明をお願いい

たします。 

学校教育課長 橋口 智英 

 はい。学校教育課でございます。資料２をご覧

ください。近年の少子高齢化、グローバル化、そ

して高度情報化の進展など変化が激しく予測困難

な時代におきまして、子ども達は多様性を受け入

れながら互いにコミュニケーションを取り学びを

深める学習体験が必要だと考えているところでご

ざいます。そこでお手元の資料に「１ミライにつ

ながる学校教育「キーワード」」として①から③を

お示ししております。子ども達が効果的に学びを

深め資質と能力を伸ばすことができるよう、これ

から数年をかけてよりよい教育環境を目指し、学

校規模の適正化やダイバーシティ＆インクルージ

ョン、多様性と受容性等について議論を進めてい

く必要があるというふうに考えているところでご

ざいます。 

 また大きい２番には、市内の学校規模の資料と

しまして、その学校規模の一覧表。そして児童生

徒数の令和９年度までの推移をグラフ化したもの

を示しております。なお、これらの資料は令和３

年５月１日現在のデータに基づくものでございま

すので、児童生徒数が今後、５年後 10 年後どうい

うふうに推移していくかについてはまだ不確定な

ところもあろうかというふうに考えているところ

でございます。説明は以上になります。 

大村市長 園田 裕史 

 はい、ありがとうございました。冒頭で施政方

針の中に記載していることをご説明しましたけど、

まずは令和４年度いよいよ福重小学校の校舎の建

て替え。西大村中学校の体育館の建て替え。放虎

原小学校の校舎と体育館の長寿命化改修というこ

とで、おかげ様で人口が増加をし続けているので

本市においてはありがたい事例で統廃合というこ

とはなく、将来的にもこの学校施設について長寿

命化改修を進めていくという方針を進めておりま

す。その中で、ずっと長年懸案であってこの総合

教育会議の中でもありました学校規模の適正化で

すね。マンモス化しているところと、特別転入学

制度を設けている小規模校、過小規模校、こうい

ったところもあります。それともう一つは、今直

近で人口が97,919人あと81人で住基上は98,000

人に到達します。先般、竹松駐屯地に水陸機動団

の誘致が決定しまして、まだ明確ではないですが、

600 人前後の隊員さんが来られるということにな

ればご家族まで含めて×２、×３とかいうことを

考えると子ども達の数も増えてくるのかもしれま

せんし。将来的なことをしっかり考えて、いろい

ろと学校施設または保育施設こういったことも、

将来的なことを考えていかなきゃいけないかなぁ

ということもあります。そういったことで、教育

長からもいよいよ先んじてこれを着手しておかな

いと駄目だということで。こういったことに取り

組む令和４年度にしたいと思っております。 

この１点目の②のダイバーシティ＆インクルー

ジョンというのは、これまでも大村小学校を中心

に、いわゆるインクルーシブ教育で特別に支援を

要するお子様に対する拠点的な運営等々で、力を

入れてきたところでもあるのですけれども、ジェ

ンダーフリーということで統一型制服ということ

についても、検討を始めたりとか、これはその学

校の、いろんなこう規模を変えたりとか、学校間

の移動をする中でもですね、非常に有効だという

教育長の考え方もあって、ここにも協議を始めて

いこうということで説明がなされております。非

常に重要なテーマで、着手をしていくということ

が大事かなと思っております。皆さんから、本件

についてご意見、ご質問等ございませんでしょう

か。 

教育委員 中嶋 剛 

 はい。 

大村市長 園田 裕史 

 中嶋委員どうぞ。 
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教育委員 中嶋 剛 

 はい。やっとこの１番目の①の「学校規模の適

正化について」ってことで。来年度の予算あたり

にも今度あがっているようですけれども、動き出

したなという感じです。本当は時すでに遅しの感

もありますけれども。これは大きく結局何年間で

これをとにかくやってしまうんだというスパンを

きちっとまず決めていた方が私はいいと思います。

３年なら３年以内でとにかくこの適正化を図る。

これをですね。だからその点の考え方をきちんと

持っていないといけないということが一つです。 

 ２番目の「ダイバーシティ＆インクリュージョ

ン」で「ジェンダーフリーの推進（統一型制服）」

について。これについても、長崎新聞等も記事を

載せましたが、諫早あたりが今これをやっていま

すね。これはどうなのかなということです。私は

古い人間ですから、そういうのはあんまりと思う

のですけれども。やっぱり行政から見ればそうい

うふうなこともあるのだろうなというふうに思っ

ています。これを検討していくということは大事

だと思います。これがですね、結局行政から出た

問題なのか、学校現場から出た問題なのか。学校

でなんとかこうやりたいのだけどと出たのかどう

か。行政からやっぱりこう考えないといけないと

いうふうにして出た問題なのか。この点もちょっ

とお聞きしたい。 

大村市長 園田 裕史 

 はい、これについては、教育長の熱い思いがあ

られると思います。 

教育長 遠藤 雅己 

 まずは、保護者や子どもたちの意見を十分聞か

ないといけないと思いますので、来年度初めに大

がかりなアンケート調査を実施しようかと思って

います。それで、自分たちの通う学校というのが、

教育の機会均等の視点からも、小さな学校でもい

いよ、保護者も同意見でいいよ。複式学級でも丁

寧な授業さえ受けられればということ。いや少人

数、小規模では物足りないのでやっぱり大人数、

大きな学校に行きたいな、とか様々な意見が保護

者や子どもたちからあると考えます。また、ここ

にあるように、学校規模の現状というのは文科省

が 12～18 という数をモデルとして出してます。こ

れについては広く市民も入れて話し合いをしない

といけない。そして今、不登校児が市内全体的に

増えています。これは、全県下も増えていますが、

小学校よりも中学校で増えており、中１ギャップ

と言って、長崎、佐世保をはじめ、大村も毎年増

加しているのではないかと思います。小学校から

中１にあがる時にやっぱりギャップを感じて学校

に行けなくなった子もおります。だから、そうい

う子たちも入れて、いろいろな考え方をしていか

なければいけないと思います。例えば、学校に１

日行って、４日間はオンラインで授業を受けると

かですね。そういう学校があってもいいのではな

いかという学校教育課内の話なんです。また、山

あいの近くにある、海の近くにある小さな小学校

等の特徴を生かせないかとの話もありますし。そ

ういうもの全体をグランドデザインして、大村市

の市民それから保護者、子どもたちに提案をして

みて、どんなものが良いのか等、そういうことで

ございます。 

 それから統一型制服については、これは現場の

校長さん達も考えていることで、特に中学校の先

生方、校長先生が考えています。すでにこちらで

調査をしておりまして、福岡市それから北九州市

では開始されております。制服の申込みに男女の

欄がございません。全部申込みが出来て。男性が

スカートを選ぶということも出来るようになって

いるようです。長崎、諫早ではすでに一部学校単

位で始まっています。本市教育委員会で調べてみ

ますとその小さな学校の制服というのは、大きな

学校の制服と比べて２万円ぐらい値段が違うので

すね。だからこういうものを一体にして、経済的

に苦しい家庭も増えておりますので、全部同額に

並べられないかなと考えております。そして、市

内どこのお店でも買えるようにする等が考えられ
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ます。各学校が、中のネクタイやリボン等で、い

ろいろなもので各学校の校風を出す。エンブレム

を変えて特徴を出す。そして本人の都合で学校を

移る時もその制服はそのまま活かされるというこ

ともありうるのではないかなということでござい

ました。また、先日の長崎新聞には小学生の投稿

もありました。内容は「なんで制服があるんだ」、

「中学校には私服で通いたい」という投稿であり

ましたけども、そういう意見も参考にしっかり検

討してもいいのではないかと思います。 

それから、西村政策監も後で話すと思いますが、

評価の問題も出てきてます。Ａの学校に行ったけ

どもうちの子どもはＢの学校に行ったらもっと成

績がいいのではないかなど。そういう成績の不統

一が少し最近話題になっているところもございま

す。そういうものが全て連動した状態で、来年度

はいろいろな話し合いを、膝を突き合わせてやれ

るような状況を作っていきたいと考えます。目途

は３年ぐらいでやらなければいけないと思ってい

ます。制服の業者さんもおられますので、そうい

う意味ではだらだらとしていたら大変ご迷惑をか

けるので。他の市町を見ると大体２年から３年と

いうふうなことで行っており、全ての問題を解決

出来ればというふうに一応案だけは学校教育課内

でも持っているんですけれども、現在、毎週会議

を開いているところでございます。以上です。あ

りがとうございました。 

大村市長 園田 裕史 

 教育長からはそういうことで、教育委員会とし

ての、教育長としての想いを私も聞いておりまし

た。市長部局として、私、市長としては自分のマ

ニフェストの中に、あまりにも学校規模のこう隔

たりがあるので学校規模の見直し、校区の見直し

ということ明記もしており、そこになかなか着手

出来ていなかったのですが、教育長と話をしなが

ら今このタイミングでこれをやらなきゃいけない

ということで、次年度から着手したいと思ってい

ます。それは、先ほど言いましたように、もうす

ぐ住基上の人口が 98,000 人になってくるという

こと、水陸機動団の誘致が決定したこと、新幹線

の新駅前の東側の開発が今後進んでいくというこ

と。その前の都市計画道路が３月には郡中学校の

国道のところでつながるんですね。そうすると道

路の周辺に、またもしかすると富の原のような宅

地造成、住宅化が進んでいくことが予想される。

また、黒丸、富の原２丁目というのがまだまだ宅

地化が進んでいる状況にあります。沖田も含めて

ですね。それと新工業団地の誘致がおかげ様で決

まって、伸和コントロールズさんも今後新規で

300、将来 500 人の雇用を広げると。SUMCO TECHXIV

さんも造成をして 100 人の雇用を新たに確保する

と。こういったことが重なっていくとおかげ様で

更なる人口増加につながっていきますので、そこ

を見越して、学校を建て替えたり長寿命化したり

改修するタイミングで将来規模を予測して作って

いかないと、「あら、足りんやった」とか「あっち

にもっと大きくしとけばよかった」ということを

されないので。先に先にしっかりそれをシミュレ

ーションした中で学校を建て替えていく時に、規

模だったり、校区だったりというのを一緒に整理

をしていかないと、後からもうやりにくくなって

いて、そこをぜひ一緒に教育委員会と連携しなが

らやりましょうとそういうことでございます。 

 今日冒頭で、コロナのこともあって、説明が長

くなってしまって、なかなか通常通りの意見交換

の時間が短くなってしまいまして大変申し訳ござ

いませんでした。この後、教育委員会が開催をさ

れるということですので、新年度の施政方針その

もろもろに含まれている内容については、この後

の教育委員会の中でもまた事業費、制度の内容を

詳しく説明があろうかと思いますけど、是非その

中身をまた見ていただいて、次の総合教育会議の

中でも皆さんからまたご意見をいただければと思

っておりますので、よろしくお願いいたします。

ここまで通して皆さんからご意見、ご質問等ない

でしょうか。 
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教育委員 船橋 修一 

 今教育長からもありましたが、このダイバーシ

ティ＆インクル―ジョンの統一型制服の問題です

が、私も肌感覚で今も LGBTQ の問題で前は 10人に

0.5 人から１人でしたが今は 10 人に１人、もっと

増えそうなんですね。ですから、100 人いたら 10

人が確実にいる、ただカミングアウトしてないだ

けで。それとこの前ＳＤＧｓの修学旅行で福岡県

立鞍手高校の２年生の子達が我が社に来て、事業

等セッションをしたんですけれども、女の子から、

「新入社員の面接で、私は LGBTQ ですってカミン

グアウトされたら採用されないんでしょうか。採

用されるんでしょうか。」という質問が出たんです

ね。高校生の中ですでにこういう問題が見える化

しているということであれば、制服を自由に選べ

るというのは、今の時代では必要だと思うのです。

それと私の会社の中でも、福岡でも家庭を持たれ

て勤務で大村に勤務をしてほしい、長崎から大村

に来てほしいというときに、必ず子どもの学校の

問題、教育レベルがどうなのかという問題が出て

きます。逆に言うと、大村市の教育、特に小中学

校教育が非常に、学力もですけれどもダイバーシ

ティ＆インクル―ジョンで進んでいるということ

を発信していただきたいというふうに思っていま

す。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。その女子の制服などの

ことで前田委員からご意見は何かありますか。 

教育委員 前田 愛 

 そうですね、私は冬はスカートだと寒いから、

ズボンがあったらいいなと思うのですが。ジェン

ダーフリーではなくて、防寒ということで、女子

もズボンが履けたらいいなとは思っています。 

大村市長 園田 裕史 

 佐古委員、何か思いはあられませんか。 

教育委員 佐古 順子 

 制服を統一するということはもちろん賛成です

が、ズボンを履けば上着は長くてもいいのか、な

ど。また、デザイン的なものなどもあると思いま

すので、そういうものも委員会などで計画を立て

ればいいのかなと思います。スカートだとセーラ

ー服の上着が短くてもいいですが、ズボン、スラ

ックスを履くと、長い丈の要望も出てくるかと思

いますので。以前はスカートを短くする長くする

というような市の生活指導もございましたけれど

も、スラックスを履いたらどうなるのかよろしく

お願いいたします。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。おそらく長崎県の公立

高校の中で、一番最初にこれを採り入れたのが、

遠藤教育長が波佐見高校の時で、一番最初にされ

ているのですよ。この間諫早の西陵がという記事

が１年か２年前くらいに載っていましたけれども、

一番最初にやったのは多分波佐見高校で遠藤教育

長が校長の時にやられて、その後大村工業に行か

れた時も大村工業も実は女の子はスカートっぽい

のですが、スカートっぽく見えるズボンだったり

するんですよね、あれ。 

教育長 遠藤 雅己 

 キュロット。 

大村市長 園田 裕史 

 キュロットと言うのですね。ではそういうやり

方など、今まで実際現場でされてこられているの

で、そこは非常にいい話し合いが出来ていくのか

なと思うので、是非女性の目線でまたいろいろご

意見いただければと思っております。 

 それと、船橋委員からさっきお話があった、学

力だけではなくてというのもちろんそうで、おか

げ様で今、黒木小学校と松原小学校を特別転入学

制度を導入して、３年４年が経過しますけれど、

黒木はもっと長いですけれども、私のところには、

いいお声をよくいただいて入ってきます。皆さん

のところにどういうお声が届いているのかも教え

ていただいて。黒木は黒木の特徴、松原は松原の

特徴ということで、非常にありがとうございます

と、いい取組みですねということでお声をいただ
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いているので、こういったところも、規模の見直

しだけではなくて、特色があるところを、小規模

校でどういうふうにもっていくのか、作っていく

のか。そんなところも含めて考えていければ非常

にいいのかなと思います。是非新年度から幅広い

ご意見をいただいて進めていきたい思ってますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 すみません、毎回毎回時間が足りないような形

ですけれども、またこの後教育委員会の中でもん

でいただければと思っております。それでは事務

局に戻したいと思います。よろしくお願いします。 

企画政策部長 渡邉 真一郎 

それでは、お時間がきましたので、次回の総合

教育会議の日程でございますが、６月を予定して

おります。教育委員会の６月の定例会と同じ日に

開催をしたいと考えておりますので、後日改めて

日程等をご連絡差し上げたいと考えております。

それではこれをもちまして令和３年度第３回総合

教育会議を終了いたします。本日はありがとうご

ざいました。 


